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表紙◎INTRODUCTION
　今号の表紙は、2月14日㈯から15日㈰にかけて開
催された「新庄雪まつり」で、大きな雪のすべり台を楽
しむ子どもたちの写真です。「新庄雪まつり」は、「地
域の特徴でもあり、やっかいものでもある雪を通して
地域を好きになってもらいたい」という思いで始まり、
今年で55回目の開催を迎えました。当日は天候にも
恵まれ大勢の来場者でにぎわい、豪雪を耐え忍んだ
新庄を活気ある明るい未来を与えてくれました。雪上
バナナボートや雪合戦など、雪を楽しむ子供たちが印
象的でした。

  4　新庄開府400年記念事業パートナー企業の紹介
  6　まちとぴ
  8　新庄志誠館高校の校歌と校章が決定しました!
  9　地域おこし協力隊卒業スペシャル
10　市表彰結果
11　400年の歴史に学ぶ　第13回
12　子ども芸術学校生徒募集

13　しずく・しずくjrのメンバー募集
14　令和8年度新庄学出前講座
15　物価高騰対策事業/DIGITAL VOICE SESSION IN 明倫学園
16　図書館NAVI／連載　文化財紹介
17　お知らせなど
20　すくすく しんじょうキッズ総集編

新庄の暮らしと雪
　1月21日㈬からの大雪により、本市に
災害救助法が適用され、高齢者世帯や
障がい者世帯などへの支援が行われま
した。新庄の暮らしと雪は切っても切り
離せない関係です。除雪や排雪などで冬
を切り抜ける「克雪」だけでなく、私たち
の地域には昔から、地域の魅力として雪
を楽しむ「親雪」という考え方もあります。
　本ページでは、「新庄雪まつり」と、市
民スキー場で開催された「マジカルスノー
ランド」で思いっきり雪を楽しみ尽くす子
どもたちの様子を、組み写真としてお届
けします。
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▲市長室だより
Instagram

▲市長室だより
Facebook
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▲2月24日㈫
DIGITAL VOICE SESSION IN 明倫学園の様子
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　「新庄開府400年記念事業パートナー企業」は、新庄開府400年記念事業の趣旨に賛同いただき、
寄附や事業の提供をいただいた企業で、計111社から協賛・協力をいただきました。いただいた協賛
により、市民提案事業などをはじめさまざまな記念事業を実施することができました。
　なお、パートナー企業の皆さまには、その協賛内容に応じて「新庄市あじさい表彰及び奨励・感謝等
に関する規程」に基づき、市より「あじさい表彰状」や「感謝状」を贈呈しています。

4◎詳しくは、社会教育課社会教育係へ。℡23-5005

　多くのご協賛やのぼり旗・ポスターの設置などご協力誠にありがとうございました。

新庄開府400年記念事業
パートナー企業のご紹介

株式会社荘内銀行
東北電力株式会社山形支店
株式会社山形銀行新庄支店
八向興業株式会社
株式会社エッサム
株式会社きらやか銀行
黒澤建設工業株式会社
株式会社KOEI
有限会社小関興業
株式会社新幸建設
東舗工業株式会社
株式会社東北情報センター
東北電化工業株式会社新庄営業所
株式会社東日本電化
株式会社ヒラタ住工設備
株式会社双葉建設コンサルタント
丸充建設株式会社
矢口興業株式会社
株式会社ヤマムラ
株式会社石川新庄営業所
株式会社エナジープランニング
株式会社オオバ
株式会社オリエンタル新庄電工
北郡信用組合新庄支店
寿建設株式会社
株式会社小松
近藤防災株式会社
最北砕石株式会社
株式会社殖成興産
大成第一塗装工業株式会社
株式会社ダイユー
大和工営株式会社
株式会社沼澤工務店

株式会社羽田設計事務所
有限会社富士建築設計事務所
株式会社富士電気工事
株式会社本間利雄設計事務所
ミヤ通信工業株式会社
株式会社ユニバーサル・ツール
株式会社アスカ工業
有限会社京野工芸
株式会社コクブン
寒河江重車輛株式会社新庄営業所
サシムラ株式会社
株式会社新栄
新庄市農業協同組合
株式会社新庄タクシー
株式会社秦・伊藤設計
株式会社鈴木建築設計事務所
株式会社大地建設
トランスオーシャンバス株式会社
日本郵便株式会社新庄郵便局
株式会社ベスト
マルカ林業株式会社
有限会社最上総合設備
もがみ中央農業協同組合
もがみバイオマス発電株式会社
株式会社山形チャレンジ工業
ユニオンソーシャルシステム株式会社
共栄印刷株式会社
株式会社新庄園芸
マルミツ産業株式会社
株式会社山形県上下水道施設管理
有限会社あぶらや
ALSOK山形株式会社
イトーホーム株式会社

有限会社井上倉吉商店
株式会社大泉書店
株式会社小野商会
有限会社ケイ・ティー・ティー
有限会社最新塗装店
さいほく鉄工株式会社
株式会社三立新庄営業所
荘内防災工業株式会社新庄営業所
新光印刷株式会社
株式会社新庄いすゞ サービス工場
株式会社新庄エレメックス
新庄都市ガス株式会社
株式会社スリーエム
有限会社誠信興業
セブンイレブン新庄泉田店
太平ビルサービス株式会社新庄営業所
有限会社同人社
東北電機鉄工株式会社新庄営業所
株式会社箱山自動車
プラントサービス株式会社
株式会社マスコエンジニアリング
有限会社松葉美装
有限会社みどり印刷
株式会社南東北クボタ新庄営業所
株式会社もがみ物産協会
山形酸素株式会社新庄営業所
株式会社山形メタル
株式会社山庄事務機販売
リルストーリア
株式会社YKNマルシャン北欧
株式会社JPD
深田菓子舗
（敬称略）

㈱新庄･鈴木･柴田組
S H I N J O  S U Z U K I  S H I B A T A  G U M I

永井建設株式会社

日本衛生工事㈱新庄営業所
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MACHIKADO TOPICS

▲オンライン掲載も随時更新中！

まちのHOTな情報や
イベントを
紹介するページ

ままちちととぴぴ

1月26日㈪の「文化財防火デー」に合
わせ、最上広域消防本部及び市消防団
の協力の下、消火訓練などを行いました。

文化財火災防御訓練
新庄藩主戸沢家墓所

1月31日㈯

最上地区のボランティアサークルが集
結し、楽しい体験ブースを出展するなど、
多くの来場者でにぎわいました。

YYボランティアフェスティバル
ゆめりあ

2月1日㈰

戸澤神社にて火伏祈願祭が行われた
後、市民文化会館前にて、観閲や分列
行進、祝賀放水が行われました。

消防団出初式
市民文化会館周辺

1月18日㈰

子どもに多様な読書の機会を促すため、児
童書など12冊を寄贈いただきました。寄贈
された図書は市立図書館でご覧いただけます。

新庄ベンチャークラブ
図書寄贈
市役所教育長室

1月28日㈬

読み聞かせで使える大型絵本2冊と大型
紙芝居1冊を寄贈いただきました。寄贈さ
れた絵本は市立図書館でご覧いただけます。

国際ソロプチミスト新庄
大型絵本寄贈
市役所応接室

1月28日㈬

陸羽西線運転再開記念イベント
新庄駅・ゆめりあ

陸羽西線の運転再開を記念し、イベントが開催されました。駅構
内では、出発式や沿線地域の特設足湯、ユメリオンとの撮影会な
どが行われたほか、ゆめりあ内でも寒鱈解体ショーや新庄・酒田
吹奏楽団による演奏会などが開催され、大勢の来場客でにぎわ
いました。

市民提案事業

「舞台集団M.A.A.L.」と、秋田県大館市の「実
験的演劇集団シアター★6」による、イザベラ
＝バードをテーマとした演劇が上演されました。

ミニ演劇フェス
エコロジーガーデン

1月24日㈯ ▼25日㈰

1月18日㈰

6

各団体の発表や作品展示のほか、ゲー
ムやワークショップなど、さまざまな催
しを楽しむ老若男女でにぎわいました。

雪の里まつり
雪の里情報館

2月1日㈰

雪の降りしきる中でしたが、今年初登場
の「スノーチューブ」や、毎年人気のバナ
ナボートなどを楽しむ人でにぎわいました。

エコロジーガーデン雪まつり
エコロジーガーデン

2月1日㈰

読み聞かせなどで使える大型絵本を6
冊寄贈いただきました。寄贈された絵
本は市立図書館でご覧いただけます。

商工会議所女性会大型絵本寄贈
市役所応接室

2月4日㈬

市民の健康維持増進を目的に、包括連携
協定を締結しました。お互いのノウハウを
生かした事業に協働で取り組んでいきます。

大塚製薬株式会社との包括連携
協定締結式
市役所議員協議会室

2月5日㈭

市内の小・中・義務教育学校の児童・生
徒が語り手となり、新庄・最上地域に伝
わる民話を新庄弁で披露しました。

第20回新庄こども語りまつり
市民プラザ

2月14日㈯

屋外イベントのほか、すぽーてぃあ内で
もさまざまな催しが開催され、多くの来
場者が新庄の冬を楽しみました。

第55回新庄雪まつり
最上中央公園

令和6年8月から活動を開始したダンスプ
ロジェクトの活動について振り返り、市か
ら卒業証書と卒業アルバムを授与しました。

ダンスプロジェクト羽州ぼろ鳶組
卒業式
市民プラザ

2月11日㈬

昨年12月に広島市で開催された全国大
会に出場した、奥羽ジュニアの選手たち
が市に表敬訪問し、結果を報告しました。

奥羽ジュニアバドミントンクラブ
全国大会出場報告
市役所応接室

2月5日㈭

市民提案事業

市内外から集まったeスポーツ愛好者が、
互いに競い合いながら交流を深めました。
同時にコスプレイベントなども開催されました。

eスポーツ武闘大会
こらっせ新庄

2月15日㈰2月14日㈯ ▼15日㈰
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◎詳しくは、総合政策課広報・地域づくり係へ。℡22‒2116

新庄志誠館高校新庄志誠館高校のの
校歌校歌とと校章校章がが
決定決定しました！しました！

新庄志誠館高校新庄志誠館高校のの
校歌校歌とと校章校章がが
決定決定しました！しました！

4月より県立新庄北高校と県立新庄南高校が統合し、「県立新庄志誠館高校」が開校します。それ
に先立ち、新しい校歌と校章が決定したためご紹介します。校歌の作詞を手がけていただいたのは、
しんじょう観光大使である今村翔吾氏です。また、校歌の作曲は山形大学地域教育文化学部教授
の名倉明子氏に、校章のデザインは東北芸術工科大学学長の中山ダイスケ氏に手がけていただきま
した。校歌は新庄志誠館高校特設サイトで試聴することができます。
詳しくは、右記二次元コードより特設サイトをご覧ください。

新庄市と長きにご縁を得たことで、新たに開校する新庄志誠館高等学校校歌の歌詞をお任せし
て頂けることになりました。今後、末永く若者たちが歌われるものです。その為、新庄市の美しい
風景や文化を留められるようにと書いたつもりです。
そして、新庄の人々が幾度の困難を乗り越えてきた象徴であり、大切に紡いできた「まつり」の

歌詞は入れたいと思いました。若者たちが志を抱き、時に挫折を経験しても、再び立ち上がって夢
に向けて羽ばたく。そのような願いを込め認

したた

めさせて頂きました。

山形にまいりまして12年目を迎えるこの節目に、新庄志誠館高等学校の校歌を作曲する機会を
いただきまして、この上ない喜びを感じております。昨年９月に新庄を訪れ、山河の風情や歴史の
重みを肌で感じてまいりました。厳しい雪の季節を越え、まつりを慈しみながら紡がれてきた豊か
な暮らしに思いを馳せることで、音楽に、確かな芯が宿ったように思います。
今村翔吾先生の詩はすでに音楽を内包しており、選びぬかれた言葉の一つひとつに素直に反応

することで自然と「歌」へと昇華してゆきました。生徒のみなさんが夢や希望を抱き歩む姿に心を寄せ、
親しみやすくも品格のある音楽を目指しました。新たな校歌がみなさんとともにあり、末永く歌い
継がれることを願っております。

作詞　今村翔吾氏より

作曲　名倉明子氏より
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地域おこし
協力隊

活動レポート

卒業スペシャル地域おこし地域おこし
協力隊です。協力隊です。

大変お世話になりま
大変お世話になりま

 したっ！ したっ！

3月31日をもって、本市の地域おこし協力隊2名が退任します。それぞれ「移住就農推進事業」「移住定住推進事業」
を担当し、新庄のために活動していただきました。2名の隊員のこれまでの活動の振り返りや、今後についてご紹介
します。

総合政策課

移住定住推進事業

新庄市での新規就農を目指し、令和5年4月に着任しました。1
年目は、農林大学校での新規就農支援研修と市内の農業法人で
の実地研修を受け、野菜の栽培技術や農業経営など、基礎的な知
識や技能の習得に励みました。この1年間は、思うように動かない
体と痛みとの戦いでしたが、とても充実した1年でした。2年目から
畑を借りることができ、里芋や畑なすなど、さまざまな野菜の試行
栽培に取り組みました。3年目も引き続き、少量ずつですが17種
類の野菜栽培に挑戦しました。知識や技能の向上は今後も必要で
すが、一定の手応えを感じています。それに加え、市内外の協力隊
や農家さんとのネットワークづくりにも力を入れました。
今後は市内で独立就農し、農業に真摯に取り組んでいきたいと

考えております。ほかにも、新規就農者支援や協力隊支援などを含
め、地方創生関連のさまざまな事業に取り組み、新庄・最上地域を
アピールする活動を続けていきます。皆さまと一緒に、この地域で
楽しく暮らしてしていきたいと考えています。

東京から移住し、新庄市の地域おこし協力隊として活動した3年
間は、私にとってかけがえのない時間となりました。移住相談会の
運営や情報発信などに携わる中で、多くの方と出会い、この地域で
暮らすことの豊かさや人の温かさを実感しました。活動を続ける
中で、地元で山菜屋を営む方とご縁をいただき、自然の恵みを生
かした営みや地域に根差した仕事の価値を学びました。そして任
期終了後、その事業を継承する決意を固め、新たな一歩を踏み出
すこととなりました。ここまで歩んでこられたのは、支えてくださっ
た地域の皆さま、関係者の皆さまのお力添えがあってこそです。心
より感謝申し上げます。このご縁を大切に、今後は山菜を通じて地
域の魅力を発信し、微力ながら恩返しができるよう努めてまいります。

地域おこし協力隊活動報告会を開催します！

　隊員たちの１年間の活動報告会を開催します。新庄に移住し、活躍している隊員
の生の声を、ぜひ聴きに来てください！
◼とき　　3月18日㈬午後1時30分開演（午後1時開場）
◼ところ　市民プラザ3階小ホール

▲令和6年度の活動報告会の様子

▶新庄市地域おこし協力隊の
　Instagram

▶令和8年度協力隊募集
　市ホームページ

農林課

移住就農推進事業

9 しんじょう広報 3 ◎詳しくは、総合政策課広報・地域づくり係へ。℡22-2117
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明
治
２
年（
１
８
６
９
）３
月
、藩
主
正
実

の
版
籍
奉
還
に
よ
り
新
庄
藩
は
終
わ
り
を
迎

え
ま
す
。

当
時
東
京
に
い
た
正
実
は
、新
庄
藩
知
事

と
な
り
新
庄
復
興
の
た
め
に
帰
新
。
職
名
の

変
更
な
ど
、明
治
政
府
が
出
し
た「
藩
政
」を

基
に
新
た
な
藩
政
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、廃
藩
置
県
に
よ
り
新
庄
藩
は
新

庄
県（
後
に
山
形
県
に
統
㆒
）に
な
る
と
、正

実
は
華
族
と
し
て
東
京
に
移
り
住
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

明
治
に
な
る
と
、新
庄
は
城
下
町
か
ら
最

上
郡
の
中
心
地
へ
変
化
し
ま
し
た
。

明
治
12
年（
１
８
７
９
）に
は
奉
行
所
跡（
現

在
の
市
民
プ
ラ
ザ
）に
最
上
郡
役
所
が
置
か

れ
ま
す
。

宿
場
町
で
あ
っ
た
南・北
本
町
に
は
銀
行
や

官
公
庁
舎
な
ど
が
建
ち
、商
業・行
政
の
中
心

地
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

明
治
５
年（
１
８
７
２
）の
学
制
の
施
行
に

よ
り
、各
地
域
に
学
校
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

藩
校
明
倫
堂
は
廃
校
と
な
り
、教
鞭
を
と
っ
て

い
た
教
師
た
ち
は
最
上
地
域
の
各
学
校
の
教

員
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
36
年（
１
９
０
３
）に
は
新
庄
駅
が
開

業
し
、こ
れ
ま
で
の
最
上
川
舟
運
に
代
わ
る

新
た
な
交
通
の
要よ
う
し
ょ
う衝と
し
て
発
展
し
、当
時

㆒
面
の
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
現
在
の
沖
の
町

は
新
庄
駅
開
設
に
伴
い
整
備
さ
れ
、町
の
玄

関
口
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

新
庄
藩
の
中
枢
で
あ
っ
た
新
庄
城
址
は
明

治
27
年（
１
８
９
４
）に
、戸
沢
家
始
祖
衡ひ
ら
も
り盛・

藩
祖
政
盛・最
後
の
藩
主
正
実
を
祀
っ
た
戸

沢
神
社
が
創
建
さ
れ
、後
に「
最
上
公
園
」と

し
て
整
備
さ
れ
現
在
も
な
お
市
民
や
訪
れ
る

人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
庄
・
最
上
地
域
は
江
戸
時
代
、戸
沢

６
万
８
千
２
０
０
石
の
城
下
町
と
し
て
発
展

し
、飢
き
ん
や
戊
辰
戦
争
な
ど
苦
難
の
道
を

た
ど
っ
て
き
ま
し
た
が
、藩
政
時
代
に
始
ま
っ

た
新
庄
ま
つ
り
や
、江
戸
時
代
後
期
に
藩
政

改
革
の
㆒
環
で
始
ま
っ
た
新
庄
東
山
焼・新
庄

亀
綾
織
は
現
在
も
継
承
さ
れ
、新
庄
市
の
特

産
品
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、南・北
本
町
や
鍛
冶
町・茶
屋
町
な

ど
の
旧
町
名
や
、政
盛・正ま
さ
の
ぶ誠
の
時
代
に
拡
張

整
備
さ
れ
た
街
道
や
入
り
組
ん
だ
城
下
の
通

り
な
ど
の
城
下
町
の
特
徴
は
藩
政
時
代
よ
り

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、現
在
も
そ
の
ま
ま
の
名
称

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

�

―
完
―

郷土への愛着と誇りを高め新たなまちづくりへ

新庄開府４００年の
歴史に学ぶ

新庄藩の遺産第13回

◎詳しくは、歴史センターへ。℡22-2188

明
治
２
年
３
月
、十
㆒
代
藩
主
戸
沢
正ま
さ
ざ
ね実
の
版
籍
奉
還
に
よ
り
、初
代

藩
主
政ま
さ
も
り盛

が
入
部
し
て
か
ら
約
２
５
０
年
に
わ
た
る
新
庄
藩
は
終
わ
り
を

迎
え
ま
し
た
。
藩
政
期
に
培
わ
れ
た
産
業
や
文
化
は
時
代
と
共
に
発
展
し

て
い
き
、現
在
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

▲新庄藩主戸沢家家紋

城
下
町
か
ら

最
上
郡
の
中
心
地
へ

新
庄
藩
の
遺
産

新
庄
藩
の
終
焉

出
典
：
シ
リ
ー
ズ
藩
物
語「
新
庄
藩
」大
友
義
助
著

新
庄
開
府
４
０
０
年
を
記
念
し

て
令
和
５
年
３
月
号
に
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
が
、今
回
で

最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

本
文
中
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
、

藩
政
時
代
に
培
わ
れ
、現
代
に
息
づ

い
て
い
る
も
の
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

先
人
た
ち
の
歴
史
を
紡
ぎ
な
が
ら
、

次
の
時
代
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
新
庄
の
歴
史
を
築
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

新
庄
開
府
4
0
0
年
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新庄市への貢献をたたえて新庄市への貢献をたたえて

皆さま、受賞、誠におめでとうございます！！

▲2月に実施した教育・文化部門の表彰式 ▲2月に実施したスポーツ部門の表彰式

奨励賞
教育・文化部門
科学
新庄神室産業高等学校農産活用科
建築（模型）
新庄神室産業高等学校建設技術部
スポーツ部門
陸上
星川　俊輔	 新庄東高校2年
髙橋　李斗	 新庄東高校3年
八鍬　真心	 新庄東高校3年
吉田　　凜	 新庄北高校定時制1年
田宮　遥翔	 新庄北高校定時制2年
阪　　希望	 山形大学大学院2年
長谷川智里	 新庄市役所
野口　　颯	 株式会社ヤマムラ
サッカー
柴田　優芽	 萩野学園8年
阿部　悠大	 山形中央高校3年
ボクシング
菅　　瞬介	 新庄東高校2年
後藤　天羽	 新庄東高校2年
安食　絢翔	 新庄東高校3年
硬式野球
星川　陸斗	 日本大学山形高校3年

柔道
岸田　小雪	 日新中学校3年
丹　　凰介	 新庄東高校2年
浜野　敬信	 新庄東高校2年
川田　悠人	 新庄東高校2年
佐藤　広成	 新庄東高校3年
バドミントン
髙橋　瑛斗	 日新小学校4年
星川瑚々音	 新庄小学校5年
阿部　紗羽	 日新小学校5年
中鉢　結香	 新庄東高校1年
鈴木　蘭音	 新庄東高校1年
佐藤　寧来	 新庄東高校1年
剱持　光陽	 新庄東高校1年
上野　優花	 新庄東高校2年
小林　祐希	 新庄東高校2年
荒瀬　海里	 新庄東高校3年
押切　快頼	 新庄東高校3年
新庄東高校男子バドミントン部
新庄東高校女子バドミントン部
バスケットボール
佐藤　瑠依	 酒田南高校2年
ソフトテニス
今井　梨愛	 新庄中学校2年
相撲
樋口　大和	 新庄神室産業高校1年

空手道
後藤　妃瑠	 萩野学園1年
齊藤いろ羽	 日新小学校6年
八鍬美桜里	 日新中学校2年
梁瀬　瑛翔	 新庄中学校2年
町田　　結	 酒田南高校3年
町田　理桜	 東北福祉大学2年
自転車
阿部　公雅	 新庄神室産業高校1年
軟式野球
齋藤隆太郎	 ALL	GUNNERS
杉原　聖弥	 ALL	GUNNERS
佐藤　海斗	 ALL	GUNNERS
紀伊　海秀	 ALL	GUNNERS
髙橋　朋也	 ALL	GUNNERS
柴田　龍一	 ALL	GUNNERS
今田　　歩	 ALL	GUNNERS
川又　宥人	 ALL	GUNNERS
伊藤　和輝	 ALL	GUNNERS
髙橋　　恒	 ALL	GUNNERS
沓澤　龍未	 ALL	GUNNERS
阿部　英翔	 ALL	GUNNERS
佐藤　颯太	 ALL	GUNNERS
浅野目天斗	 ALL	GUNNERS
齋藤隆之介	 ALL	GUNNERS

市
奨
励
賞
受
賞
者
紹
介
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音楽部門　新庄吹奏楽団ジュニア部
◼対象	 小学3年生～中学3年生（23人まで）
◼活動日	 土曜日または日曜日（月２回程度）
◼内容	 吹奏楽に親しむ子どもたちを育成し、地

域や年齢の枠を超えた子どもたちのつ
ながりを作ることを目標に活動しています。

◼会費	 月額千円

演劇部門　キッズシアターS
◼対象	 小学4年生～中学2年生（15人程度）
◼活動日	 土曜日または日曜日の午後（月２回程度）
◼内容	 演技の基礎練習から始まり、最後の公演

発表まで指導します。大人のスタッフた
ちと一緒に、本格的な演劇の公演を目指
します。

◼会費	 年額4千円

造形部門　パレット
◼対象	 小学1年生～6年生（15人程度）
◼活動日	 原則、6月～9月の第１土曜日
◼内容	 自由な発想でさまざまな絵を描いたり、

ものを作ったりして、気持ちを豊かに表
現する楽しさを体験します。

◼会費	 年額4千円

◼活動場所　市民文化会館・市民プラザ・わくわく新庄・雪の里情報館など
◼受講料　部門によって異なります。また、材料代などの実費負担がある
場合もあります。

※詳しくは各部門の活動案内チラシ、または市ホームページ
をご覧ください。

◎詳しくは、社会教育課社会教育係へ。℡23-5005

みんなで一緒に活動しよう！

令和8年度生徒募集！

感情を豊かに表現する楽しさを体験し、芸術・文化に親しむ子どもを育てよう
と開校した新庄市子ども芸術学校。来年度の募集についてお知らせします。

新庄市
子ども芸術学校 キッズシアター S  演劇部門  

造形部門 パレット

新庄吹奏楽団
ジュニア部

音楽部門

※パネルや
大型材料などは準備
しますが、鉛筆・絵具
などは各自で持参
してください。

12

　「しずく」は市内出身または市内の学校に通う高校生によるボランティアサークルです。
さまざまなイベントの運営協力をはじめ、地域活動、環境美化活動などを行っています。
また、自分たちで考えた「してみたい！」「楽しそう！」という思いを形にした自主企画も
実施しています！

■キトキトマルシェ、市民プラザ、雪の里情報館などの社会教育施設
　が主催するイベントの運営協力	
■茨城県高萩市・新庄市児童交流事業の運営協力	
■地域団体などが主催する企画の運営協力	
■キャンドル、スライム、ハーバリウムづくりといった	
　各種ワークショップなどの自主企画イベントの開催	

　市内各校または社会教育課にて配布している申込書に必要事項を
記入し、社会教育課社会教育係へご提出ください。メンバーは随時募
集しています！「新しいことをやってみたい」「地域のことをもっと知りたい」
「中学校の同級生とまた同じ時間を過ごしたい」などなど、参加理由は

なんでもOK！まずは楽し
むこと第一でやってみま
しょう‼	

活動内容の紹介

申込方法

自分の時間が合う時や、興味のある活動
のみの参加もできます!勉強や部活動をし
ながらでも、気軽にボランティアできるのが
ポイントです！「やってみたい」「興味がある」
と感じている方は、お気軽にご相談ください！！

高校生ボランティアサークル

「しずく」メンバー募集

優しさの波紋が広がるように…

「興味ある。」から「やってみる!」で君の世界が広がる。

中学生
ボランティア
「しずくJr」

のメンバーも募集
しています！ 

◎詳しくは、社会教育課社会教育係へ。℡23‒5005

「
し
ず
く
」メ
ン
バ
ー
募
集
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◎詳しくは、総合政策課広報・地域づくり係へ。℡22 - 2116

No 講座名 担当 電話
1 新庄市の行政改革 総務課行革法令係 22-2114
2 公務員（新庄市役所職員）の仕事 総務課職員厚生係 29-5882
3 バスの乗り方教室 総合政策課企画政策・デジタル推進係 22-2115
4 新庄市の財政状況 財政課財政運営係 29-5851
5 公共施設等総合管理計画 財政課施設マネジメント係 29-5852
6 個人市民税のしくみ 税務課市民税係 29-5537
7 固定資産税のしくみ 税務課資産税係 29-5538
8 国民健康保険税のしくみ

税務課諸税係 29-55369 介護保険料のしくみ
10 後期高齢者医療保険料のしくみ
11 外国人の住民票について 市民課住民・年金係 29-581812 消費生活講座
13 安心、健やか子育て 健康課母子保健係 29-5790
14 心の健康

健康課健康推進係 29-579115 いきいき健康づくり
16 健康食生活
17 知って防ごう生活習慣病
18 後期高齢者医療制度 健康課国保医療係 29-579219 国民健康保険制度
20 子育て支援事業について 子育て推進課子育て企画係 29-581121 児童虐待・ＤＶについて
22 介護保険制度 成人福祉課介護保険係 29-580923 認知症に関する支援について
24 成年後見制度について 成人福祉課地域福祉係 29-9117
25 障がい福祉について 成人福祉課障がい福祉係 29-5810
26 生活保護制度について 成人福祉課生活支援係 29-5808
27 資源物とごみの分け方・出し方

環境エネルギー課環境エネルギー係 29-582628 地球温暖化対策
29 新庄市の水環境
30 自主防災のあり方について

防災危機管理課防災危機管理係 29-582731 学校・事業所等における防災について
32 やってみようHUG（避難所運営）ゲーム
33 新庄市の観光 商工観光課観光振興係 29-5848
34 地元企業を知ろう 商工観光課地域産業振興係 29-5847
35 除雪事業計画 都市整備課道路・公園管理係 29-5824
36 空き家の課題解決について 都市整備課庶務・住宅係 29-5821
37 住まいの地震対策 都市整備課まちづくり推進・雪対策係 29-582238 新庄市の都市計画について
39 下水道事業のしくみと役割

上下水道課下水道施設係 29-583340 浄化センター見学
41 合併浄化槽設置に係る補助制度
42 小中一貫教育の推進について 学校教育課 23-5003
43 新庄市の文化財 新庄ふるさと歴史センター 22-2188
44 モルックにふれてみよう 社会教育課スポーツ推進係 23-500045 いろいろな軽スポーツにふれてみよう
46 議会をよく知ろう 議会事務局 23-5002
47 選挙のしくみ・模擬投票 選挙管理委員会事務局 29-5845

※内容や担当部署などが変更となる場合がございます。詳しくは市ホームページをご確認ください。

新
庄
学
出
前
講
座

行政について知りたいときは…

　出前講座をご活用ください
◀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新庄学
新庄学出前講座は、本市の仕事を広く知ってもらうために実施しているものです。市民の皆さまが主催者となって企画い

ただき、市の職員を講師として派遣します。出前講座を希望する場合は、事前に開催日時や場所を担当部署と協議の上、会
場の手配や準備などをお願いします。

▲令和7年6月に行われた、新庄小
学校での出前講座。地域おこし
協力隊の磯部隊員が、ＳＮＳにつ
いて講義をしました。

申込要件
◼対象　原則として、10名以
上の団体やグループ
◼とき　午前10時〜午後9時 
までの２時間以内
◼ところ　市内
◼内容　右記の表の通り
◼申込方法　開催日の2週間
前までに、担当部署へご連絡
ください。

注意事項
♦政治活動・宗教の布教

活動・営利を目的とした
会議には、職員を派遣で
きません。

♦行政の仕事に関する情
報収集や学習が目的で
あり、苦情などの相談の
場ではありません。

♦業務の都合により、ご希
望に添えない場合があ
ります。

♦災害などの緊急時は、
延期や中止をお願いす
る場合があります。
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◎詳しくは、子育て推進課子育て企画係へ。℡29‒5811

◎詳しくは、財政課財政運営係へ。℡29‒5851

2月24日㈫に明倫学園にて、市長と中学8年生が直接意見
交換を行う「D

デ ジ タ ル
IGITAL V

ボ イ ス
OICE S

セ ッ シ ョ ン
ESSION IN 明倫学園」を開

催しました。代表生徒が、自分たちが考える地域の魅力や課
題などを発表し、市長と行う意見交換に対して、他の生徒たち
は手元のタブレット端末からチャット機能を使い、コメントやス
タンプを会場モニターに送ることで思いを表現し、参加生徒
全員が関わる和やかで活発なディスカッションとなりました。

～
キ
ミ
の
声
を
、直
接
、市
長
に
届
け
よ
う
！
～

デ
ジ
タ
ル
ボ
イ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
in 
明
倫
学
園

意見交換のテーマは「新庄の歴史をどう生かすか」と「中学生が考える新庄の“良さ”と“課題”」の２つで、
代表生徒からは、新庄の歴史を楽しみながら学べるイベントの開催やTVアニメ『火喰鳥 羽州ぼろ鳶組』とコラ
ボレーションした街歩き企画などが提案されました。ほかにも「通学路で危険な箇所がある」「学校以外で勉強
できるスペースが増えて欲しい」といった中学生視点からの意見も出されました。今回出た意見などを今後の
まちづくりに生かしていくとともに、子どもたちの意見を聴く機会を増やすことができるよう取り組んでいきます。

①生活応援商品券支給事業
市民の生活を支援するために、

市内で使用できる商品券（一人あた
り8千円分）を支給します。
◆事業費　2億7526万3千円

②学校給食費小学生無償化・中学生負担軽減事業
子育て世帯を支援するため、小・中・義務教育

学校の給食費について、小学生は無償化、中学
生は負担軽減を拡充して実施します。
◆事業費　1億3311万5千円

④民間立保育所等物価高騰対策支援金事業
民間立保育施設の施設運営

費と食材費に対する支援を行
います。
◆事業費　654万4千円

⑥農業生産資材等価格高騰対策事業
市内農業者へ、農業生産資材の価格高騰や

農業用水利施設の電気料高騰に対する支援を
行います。
◆事業費　4000万円

③灯油購入費等助成事業
低所得者世帯などの負担を軽

減するため、エネルギー高騰対策
として支援金を支給します。
◆事業費　7070万円

⑤水道基本料金無償化事業
水道利用者の負担軽減と熱中症対策のため、

夏季（7～10月分）の水道基本料金を無償化し
ます。
◆事業費　8035万円

⑦コンビニ交付手数料10円キャンペーン事業
住民票などのコンビニ交付手数料を10円と

し、物価高騰の影響を受ける生活者支援と、マ
イナンバーカードの普及促進を図ります。
◆事業費　451万3千円

物価高騰の影響を受けている市民生活を支援するため、
子育て世帯や低所得者世帯への支援など、幅広い支援事
業の実施を予定しています。
今回は、12月議会・1月臨時議会にて可決された予算と

令和8年度当初予算を合わせて、今後予定している主な支
援事業の内容をお知らせします。

～
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
活
用
～

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
！

総
事
業
費
約
6
億
円

物
価
高
騰
対
策

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
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新着図書とおすすめ情報をお知らせします!

図書館NAVI
◎市立図書館�℡22-2189
▪開館時間　午前9時～午後7時
（土日祝日は午後5時まで）
▪休館日　毎週月曜日 ▲蔵書検索

今
月
の
新
着
図
書

ラーメン屋さんでは、めん
やスープを手作りしています。
太めんや細めん、しょうゆラー
メンにみそラーメン。おいしい
ラーメンはどうやってできてい
るのでしょうか。ラーメンのひ
みつを楽しく紹介しています。

今月のおすすめ

どうやってできるの?ラーメン

ひさかたチャイルド出版

図書館からのお知らせ

第48回�初・二代及び歴代戸沢藩主の書状 /市指定有形文化財（古文書）

文化財・歴史 アラカルト新庄開府400年（2025年）に向け、
新庄の貴重な文

た か ら
化財を巡るシリーズ

こ
の
書
状
は
、初
代
か
ら
十
一
代

藩
主
の
時
代
ま
で
代
々
に
わ
た
り
藩

の
要
職
を
務
め
た
家
臣
の
家
に
伝
わ

る
、歴
代
藩
主
の
書
状
で
す
。

そ
の
内
容
は
、藩
主
か
ら
の
年
賀
の

挨
拶
の
返
書
な
ど
私
的
な
も
の
か
ら

公
的
な
辞
令
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

手
紙
の
中
に
は
藩
主
が
当
時
名
乗
っ

て
い
た
右う

き
ょ
う
の
す
け

京
亮（
政ま

さ
も
り盛

）や
上か

ず
さ総（

正ま
さ
つ
ね庸

ら
）な
ど
の
受

※
１
ず
り
ょ
う
め
い

領
名
や
千
代
鶴（
正ま

さ
の
ぶ誠

ら
）な
ど
の
通
称
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、歴
代
十
一
代
ま
で
の
藩
主

の
全
員
の
花

※
２
か
お
う押

が
欠
け
る
こ
と
な
く

揃
っ
て
い
る
点
も
貴
重
で
あ
り
、藩
主

と
家
臣
の
関
係
性
を
表
わ
し
新
庄
藩

の
歴
史
を
ひ
も
と
く
上
で
重
要
な
史

料
と
し
て
、昭
和
48
年
に
市
指
定
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

一
般
図
書

▪
絵
巻
の
楽
し
み������������������

山
本�

陽
子

▪
サ
チ
コ������������������������������

群�

よ
う
こ

▪
13
歳
の
と
き
に
知
り
た
か
っ
た
強
み
の

見
つ
け
方�����������������������������

土
谷�

愛

▪
美
人
薄
命�
新
装
版��������

深
水�

黎
一
郎

▪
森
の
バ
カ
ン
ス�����������������������

小
川�

糸

▪
１
分
で
わ
か
る
新
人
介
護
職
の
超
き
ほ
ん

�������������������������������
大
誠
会
グ
ル
ー
プ

▪
八
州
の
風
手
控
え
帳

　���������������������������������

あ
さ
の��
あ
つ
こ

▪
食
べ
き
り
煮
も
の� �����������������

重
信�
初
江

▪
あ
な
た
の
命
綱������������������

久
坂
部�
羊

▪
知
り
た
い
！
専
門
学
校
工
業・農
業
分
野

����������������������������������������

三
井�

綾
子

  

児
童
書

▪
は
る
を
み
つ
け
た
よ��������

平
野�

恵
理
子

▪
は
た
ら
く
農
家������������������

矢
萩�

多
聞

▪
ド
ラ
え
も
ん
の
ひ
み
つ
ず
か
ん
う
み
の
い

き
も
の����������������������������������

小
学
館

▪
着
る
ロ
ボ
ッ
ト
！�������

お
お
つ
か�

の
り
こ

▪
わ
か
っ
た
さ
ん
の
マ
シ
ュマ
ロ

　����������������������������������������

永
井�

郁
子

▪
だ
れ
で
も
ど
う
ぞ�

こ
ど
も
し
ょ
く
ど
う

カ
バ
さ
ん����������������������

内
田�

麟
太
郎

▪
パ
ン
ダ
ゴ
ロ
ン����������������

き
く
ち�

ち
き

▪
ず
か
ん
縄
文
土
器��������������

井
口�

直
司

▪
知
っ
て
役
立
つ
!
記
号
図
鑑���

白
鳥�

敬

▪
ふ
き
の
と
う����������������������

工
藤�

直
子

※
２��

花
押
：
戦
国
武
将
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
図
案
化

さ
れ
た
署
名（
サ
イ
ン
）

※
１��

受
領
名
：
武
家
や
神
職
な
ど
通
称（
仮
名
）と

し
て
用
い
ら
れ
た
非
公
式
な
役
職
名
の
事

▲�初代藩主政盛・二代藩主正誠・三代藩主正庸
の各書状

◎
歴
史
セ
ン
タ
ー��

℡
22-

２
１
８
８

「祝！！開校１０年！新庄・最上ジモト大学 未来へ～」展示

　地域の大人と高校生が、地域
のことを本気で語り、学び、交流
する場、それが「新庄・最上ジモ
ト大学」です。
　令和7年度の活動を中心に展
示します。ぜひご覧ください。
◼とき　4月1日㈬～19日㈰
◼ところ　市立図書館
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プラス

◎詳しくは、健康課健康推進係へ。℡29-5791

はじめよう！こころの健康づくりはじめよう！こころの健康づくり
3月は自殺対策強化月間

ストレスとは、こころが外部から刺激を受けたときに生じる緊張状態のことです。
強いストレスがかかった状態が続くと、こころと身体は疲れた状態になってしまいます。

電話  こころの健康相談統一ダイヤル
℡0570-064-556

◼とき　平日の午前9時～正午、午後1時～午後5時、
午後6時30分～午後10時30分（受付は午後10時まで）
◼相談先　県精神保健福祉センター

LINE  生きづらびっと　@yorisoi-chat
◼とき　午前8時～午後10時30分（受
付は午後10時まで、月曜と金曜は午前6
時から受付開始）
◼相談方法　LINEで@yorisoi-chatを友だち登録
◼相談先　NPO法人自殺対策支援センターライフリ
ンク電話  いのちの電話

①℡0570-783-556　②℡0120-783-556
◼とき　①午前10時～午後10時、②午後4時～午
後9時（毎月10日は午前8時～翌日午前8時まで）
◼相談先　一般社団法人日本いのちの電話連盟

独りで悩まずに、まずはご相談ください!

ストレスと上手く付き合うこころとからだづくり

バランスの良い食事と定期
的な運動習慣は心身の健康
増進につながります。

睡眠の量と質を確保し、自分
に合った休息で、心身の疲労
をためないようにしましょう。

自分に合った気分転換で、
ストレスをこまめに解消しま
しょう。

生活習慣に気を付ける 睡眠と休息をしっかりとる 適切なストレス解消法をもつ

その他の相談については、
市ホームページをご覧ください。
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ねんきん自動音声送付
受付サービス

　自動音声に従って、電話機で入力し、
通知書などの再交付や用紙送付の受
付が出来るサービスが始まりました。
利用するには「基礎年金番号」や「年金
コード」などが分かるものが必要です。
◼とき　午前8時～午後11時30分
（土、日、祝日含む）
◼電話番号
050-3319-3152
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
◎ねんきんダイヤル	℡0570-05-1165

人工透析患者通院交通費
の助成

　通院に要した交通費の一部を助成
します。申請される際は成人福祉課窓
口までお越しください。
◼対象　次の全てに該当する方
①市内在住で身体障がい者手帳を
持っている、②通院する際、自家用車
や公共交通機関を利用している、③本
人と、同居家族で最も所得の高い方
の所得税が非課税の方
◼とき　平日午前8時30分～午後5
時15分
◼ところ　成人福祉課障がい福祉係
◼申込締切　3月26日㈭
◎成人福祉課障がい福祉係	 ℡29-5810

最上広域市町村圏事務組合
消防庁舎移転のお知らせ

　新消防庁舎の完成に伴い、3月12
日㈭から新庁舎にて業務を開始します。
フロアは1階消防署、2階消防本部・
高機能指令センター・広域事務局にな
ります。代表電話番号は現在と同じ
です。
◼新住所　新庄市大字松本827
◎消防本部・消防署	 ℡22-7521
◎組合事務局	 ℡22-2674

PICK
UP!
PICK
UP!

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す

　
協
会
け
ん
ぽ
山
形
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、

令
和
８
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）よ
り
変
更
な
し

の
９・７
５
％
に
、ま
た
、介
護
保
険
料
率
に
つ
い
て

は
１・５
９
％
か
ら
１・６
２
％
に
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。

◎
全
国
健
康
保
険
協
会
山
形
支
部
企
画
総
務
グ

ル
ー
プ	

℡
０
２
３（
６
２
９
）７
２
２
５

	

（
音
声
案
内
４
番
）

令
和
８
年
度

日
本
語
教
室
の
ご
案
内

◼
対
象
　
日
常
会
話
を
学
び
た
い
外
国
出
身
の
方

◼
と
き
　
①
木
曜
日
コ
ー
ス
：
４
月
16
日
㈭
よ
り

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分（
原
則
月
３
回・

年
間
26
回
）、②
日
曜
日
コ
ー
ス
：
４
月
12
日
㈰
よ

り
午
前
10
時
～
正
午（
原
則
月
２
回・年
間
23
回
）

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◼
と
こ
ろ
　
市
役
所
東
庁
舎

◼
年
会
費
　
２
千
円（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

※
参
加
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
市
民
プ
ラ
ザ	

℡
22︲４
２
０
０

あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集
中
！

◼
と
き
　
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
ま

た
は
日
曜
日
、午
前
10
時
～
午
前
11
時
20
分

◼
と
こ
ろ
　
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

◼
内
容
　
指
首
野
川
沿
い（
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
）ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、初
級
約
２・６
㎞
、上
級
約
４・３
㎞

◼
講
師
　
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
の
指
導
員

◼
年
会
費
　
３
千
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

※
開
催
期
間
中
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
市
あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
務
局・今
野	

	

℡
０
９
０（
９
７
４
１
）１
９
０
１

新
庄
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
ズ

第
２
回
定
期
演
奏
会

　
最
上
地
区
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
、地
域

ク
ラ
ブ
の
演
奏
会
で
す
。

※
参
加
校
：
新
庄
中
学
校・明
倫
学
園・日
新
中
学

校・萩
野
学
園・大
蔵
中
学
校

◼
と
き
　
３
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
開
演（
午

後
１
時
開
場
）

◼
と
こ
ろ
　
市
民
文
化
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

◼
入
場
料
　
無
料

◎
新
庄
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
ズ
事
務
局・間	

	

℡
０
９
０（
５
８
４
１
）７
２
４
２

各
地
で
大
反
響
！
完
売
続
出
！

昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　
昭
和
の
名
曲
を
た
っ
ぷ
り
お
届
け
し
ま
す
。

◼
と
き
　
６
月
７
日
㈰
開
演
午
後
１
時

◼
と
こ
ろ
　
市
民
文
化
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

◼
チ
ケ
ッ
ト
　前
売
２
５
０
０
円（
全
席
自
由
）

※
３
月
28
日
㈯
午
前
８
時
30
分
よ
り
販
売
開
始
。

内
容
な
ど
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
市
民
文
化
会
館		

℡
22︲７
０
２
９

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

◼
対
象
　
０
歳
～
高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も（
令

和
８
年
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

る
新
生
児
も
含
む
）

◼
支
給
額
　
１
人
あ
た
り
２
万
円

◼
申
請
方
法
　
子
育
て
推
進
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
児
童
手
当

受
給
証
明
を
受
け
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

◼
申
込
締
切
　
３
月
31
日
㈫（
３
月
末

に
出
生
し
た
新
生
児
分
は
４
月
15
日

㈬
ま
で
）

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
子
育
て
推
進
課
子
育
て
企
画
係	

		

℡
29︲５
８
１
１

イ
ベ
ン
ト
や
行
政
案
内

ま
ち
の
情
報
な
ど
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す

Shinjo
City
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LPガス・灯油・上下水道工事

市
役
所
の
夜
間
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す

◼
と
き
　
３
月
27
日
㈮
～
４
月
３
日
㈮

平
日
：
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

土
曜
日
・日
曜
日
：
午
前
９
時
～
正
午

◼
可
能
な
手
続
き
　
次
の
手
続
き
に
限
り
ま
す
。

市
民
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

○
住
所
の
異
動
手
続
き（
転
入・転
出・転
居
）

○
各
種
証
明
書
の
発
行

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
、更
新
、申

請
サ
ポ
ー
ト（
無
料
写
真
撮
影
）、住
所
変
更
、暗
証

番
号
の
変
更
、電
子
証
明
書
の
更
新

◼
持
ち
物
　
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド・運
転
免
許
証
な
ど
）※
各
種
手
続
き
を
本
人
と

同
一
世
帯
以
外
の
方
が
行
う
場
合
は
、委
任
状
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
市
民
課
住
民・年
金
係	

℡
29︲５
８
１
８

子
育
て
推
進
課（
市
役
所
福
祉
庁
舎
１
階
）

○
児
童
手
当
の
手
続
き（
受
給
者
が
転
入・転
出
す

る
場
合
）

◼
持
ち
物
　
通
帳
、受
給
者
の
資
格
確
認
書
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
受
給
者
お
よ
び
配
偶
者
）

○
子
育
て
支
援
医
療
証
の
交
付・住
所
変
更
手
続
き

※
高
校
３
年
生
以
下（
Ｈ
20
・４・２
生
ま
れ
以
降
）

の
子
ど
も
が
転
入・転
出
す
る
場
合

◼
持
ち
物
　
子
ど
も
の
資
格
確
認
書
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
い
ず
れ
か

◎
子
育
て
推
進
課
子
育
て
企
画
係	

℡
29︲５
８
１
１

上
下
水
道
課（
市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
）

○
水
道
の
開
栓・閉
栓
の
手
続
き

○
水
道
料
金
な
ど
の
支
払
い

◎
上
下
水
道
課		

℡
23︲６
１
１
１

県
賃
金
引
上
げ
緊
急
支
援
金
の

お
知
ら
せ

　
県
で
は
、最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
伴
っ
て
賃
金
を

引
上
げ
た
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
に
対
し
、対

象
と
な
る
労
働
者
の
人
数
に
応
じ
て
、最
大
50
万

円
の
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

◼
対
象
　
県
内
の
事
業
所
で
従
業
員（
常
時
使
用
）を

１
人
以
上
雇
用
、県
税
に
未
納
が
な
い
、直
近
の
決
算

で「
賃
上
げ
促
進
税
制
」を
適
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

◼
申
請
方
法
　
電
子
申
請（
電
子
申
請
が
で
き
な

い
環
境
の
場
合
は
郵
送
可
）※
持
参
で
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、特
設
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◼
申
込
締
切
　
９
月
30
日
㈬
ま
で

※
予
算
上
限
に
達
し
次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す
。

◎
県
賃
金
引
上
げ
緊
急
支
援
事
業
事
務
局	

	
℡
０
５
７
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０
２
５
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０
２

わ
く
わ
く
囲
碁
教
室

◼
と
き
　
４
月
15
日
～
令
和
９
年
３
月
10
日
毎
週
水

曜
日
　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
７
時

◼
と
こ
ろ
　
わ
く
わ
く
新
庄
１
階
創
作
実
習
室

◼
内
容
　
新
庄
・
最
上
少
年
少
女
囲
碁
教
室
と
大

人
の
囲
碁
教
室
を
同
時
に
開
催
し
、交
流
対
局
も

行
い
ま
す
。

◼
講
師
　
日
本
棋
院
新
庄
支
部
指
導
員	

他

◼
参
加
費
　
無
料

◼
定
員
　
20
名

※
開
催
期
間
中
、い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◎
わ
く
わ
く
新
庄	

℡
23︲０
１
９
７

萩
野
地
区
公
民
館
講
座

「
実
用
書
講
座
」小
筆
書
き
を
学
ぼ
う
！

◼
と
き
　
４
月
～
令
和
９
年
３
月
の
毎
月
第
２
水

曜
日（
全
12
回
）午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◼
講
師
　
岸
渓け

い
こ
う光

氏

◼
持
ち
物
　
小
筆（
持
っ
て
い
る
方
）

◼
参
加
費
　
１
回
千
円（
初
回
の
み
１
３
０
０
円
）

◼
定
員
　
先
着
20
名

「
百
歳
体
操
教
室
」気
軽
に
で
き
る
介
護
予
防
！

◼
と
き
　
４
月
～
令
和
９
年
３
月
の
毎
週
木
曜
日

午
後
２
時
～
午
後
３
時（
祝
日
を
除
く
）

◼
参
加
費
　
無
料（
保
険
料
と
し
て
１
２
０
０
円
）

◼
定
員
　
先
着
30
名

「
い
き
い
き
体
操
教
室
」高
齢
者
に
も
無
理
な
く

◼
と
き
　
４
月
～
令
和
９
年
３
月
の
原
則
毎
月
第

１・２・３
金
曜
日（
全
36
回
）午
後
２
時
～
午
後
３

時
30
分
　
◼
講
師
　
岸
智
恵
子
氏

◼
持
ち
物
　
内
履
き
、動
き
や
す
い
服
装

◼
参
加
費
　
月
額
１
５
０
０
円（
初
回
の
み
保
険

料
含
む
２
４
０
０
円
）

◼
定
員
　
先
着
20
名

◎
萩
野
地
区
公
民
館	

℡
25︲２
０
１
６

合
唱
団
キ
ャ
ッ
ス
ル
サ
イ
ド

定
期
演
奏
会

　
春
の
訪
れ
を
、素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
。

◼
と
き
　
３
月
29
日
㈰
開
演
午
後
２
時

◼
と
こ
ろ
　
市
民
文
化
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

◼
入
場
料
　
無
料

◎	

市
民
文
化
会
館	

℡
22︲７
０
２
９

市の人口（1月末時点）
31,715人（32,339人）
男 15,166人

（15,500人）
女 16,549人

（16,839人）
世帯数 13,793世帯

（13,797世帯）

1月の異動
出生 9人（12人）
死亡 63人（45人）
転入 53人（65人）
転出 63人（55人）
※全て日本人 +外国人の数
で、（		）は1年前の数値です。
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今年度も大変多くの方にご応募いただき、
総勢63人の元気なしんじょうキッズのみんなを紹介しました!

たくさんのご応募ありがとうございました!

すくすく
総集編

見やすく読み間違えにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


